







































































































































































































































































































































































































































































入札実施日 平成12・7・8 平成12・8・10 平成12・9・8 平成12・9・27








ダイヤモンドパワー株式会社 中部電力 関西電力 九州電力応札者
i［：コ内は　　落札者） 東京電力











































































































































































































































































北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州
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※数値はいずれも平均単価。　（）内は東京・関西を100とした指数。
　平均単価で行われるわけではない。
　電気料金メニューは，自由化が進めば進む
　ほど顧客のもつ電気の使用にかかわる様々
　な条件（負荷率，ゼークの立つ季節や時間，
　土日の使用状態，取引規模）に基づいた
　「オーダーメード」のメニューに近づいて
　いるため，平均単価だけで各電力会社の小
　売市場における価格競争力を図ることはで
　きない点に注意が必要である。
　もう一つ注目すべきは，いわゆる「業産格
差」の縮小である。今回単価の高かった業務
用の引き下げ率が相対的に大きくなった結
果，「同じ負荷率でも業務用の料金が相対的
に高い」という状況が少し緩和された。電力
各社は仮に将来電力取引市場が立ち，とある
時間の電気の取引価格が確定してしまった時
に説明がつかなくなるこの「業産格差」を，
数年のうちに解消する必要があり，その点で
も今回の改定が「競争」のシステム実効化に
向けた整備であったということが言える。
※業産格差とは，単純な料金レベルの比較で
　はなく，同じ使用実態を持つ業務用・産業
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用顧客の電気料金水準がプロファイリング
（メニュー当てはめ）の過程でいびつに格
差を持っている状態のことである点に留意
が必要である。
5．おわりに（電力制度改革への示唆）
　わが国電力市場は，2000年3月の小売市場
自由化以降，表立った大きな動きは出ていな
いものの，競争が活発化しない状態は決して
安定的ではなく，今後の経営改革の進行によ
ってゲーム構造は変化していく。そうした傾
向はすでに各電力会社の料金戦略に現れてき
ていることは前述したとおりである。
　わが国電力改革は現在，2000kW以上の大
規模顧客に限定されている小売自由化顧客の
範囲拡大，競争活性化に向けた託送ルールの
見直しとスポット市場の創設等が主な論点と
なってきているが，そうした制度改革を論ず
る際に「電力自由化は始まったが大きな変化
が起きていない」という平板な理解にとどま
ることなく，その深層で明確に変化しつつあ
る電力競争をめぐるゲーム構造，おそらくこ
の分野の競争の主力となる電力間競争の動き
についてしっかりとしたファクト・ファイン
ディングを行い，そうした競争を後ろ押しす
る制度設計を企図する必要があるのではない
だろうか。
　　　　　　　　　　　　　以　　　上
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※本論文は，2000年11月に筆者が刊行した
　「電力改革の構図と戦略」（電力新報社）
　の新規参入者の戦略分析，電力間の競争構
　造分析の部分をベースに，2000年3月から
　10月までの動向分析を加えて執筆したもの
　です。ゲーム理論の基礎知識と分析手法に
　ついて親身なご指導をいただいた和光純先
　生，誠にありがとうございました。（しか
　しながら内容についての責任はすべて筆者
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